
データガバナンス推進支援
データ活用に不可欠なデータガバナンスの整備

RecoveryResponseReadiness

企業活動においてデータ活用が不可欠であることがあらゆる業界・企業規模において共通認識となっている昨今、データ活用を進める際に課題を抱
えている企業は少なくありません。そうした課題はデータ活用を阻害するだけでなく、情報漏洩等の有事のリスクを増大させます。デロイト トーマツでは、
企業でのデータ活用推進にあたってルールや体制の構築とともに、不正調査などの経験に裏打ちされた知見とノウハウを活用し、有事を見据えた
データガバナンスの整備を支援します。

データ活用における課題と有事のリスク

データ活用における課題（例）

データガバナンスの効果
企業や組織でデータ活用を推進するためには、企業戦略や目標に沿ったデータ活用の目的の設定、ルールや指針の策定、体制整備といった様々
な対応事項の洗い出しと優先順位付けが必要になります。データガバナンスを整備することで、そういった対応事項の洗い出しや優先順位付けを体
系的に取り組むことが可能になり、結果としてリスクの軽減や業務プロセスの改善といった効果をもたらします。

デロイト トーマツのデータガバナンスフレームワーク

有事のリスク

対応負荷・コスト増大
データ管理が十分ではないため、
調査対象範囲が膨大になる

デロイト トーマツのデータガバナンスフレームワークはビジネス、IT、データ管理、コンプライアンス、およびその他の分野のステークホルダーが取るべきアク
ションとあるべき姿を明確にします。また、本フレームワークはルールを効率的に作成し、守られていることを確認するための土台となり、ルールに対する
違反やあいまいさ、問題に対処します。

法令違反による追加処分
誤った、もしくは不完全な結果を報告してしまう

• データの収集・管理に係るコストの増大
• データの利活用方法の欠如、費用対効果が不明瞭
• 個人データとの線引きが不明瞭
• データを取り扱う人材の不足
• データの所有権の帰属が不明

不正アクセスによる流出や
内部者による持ち出し

フレームワーク データガバナンスが構築された姿（あるべき姿/To-be）

戦略 事業戦略に則した、データ管理・活用の全社的な方針が定められている

ポリシー 現実的かつ法規制要件を満たしたデータ管理・活用に関する規程類が定められている

体制 データ管理・活用を実施するために必要な役割と責任が明確化されている

プロセス 標準化されたデータフォーマットで迅速にデータを提供できる

テクノロジー 各データの取り扱いに際して適切な認証と権限付与が行われている

評価 データ構造や管理手順が文書化され、確認可能な状態になっている

データガバナンスの効果

データ品質の向上 分析能力の向上

業務コストの削減

複雑さの軽減

法令・規制の遵守

• リスク管理：財務上や会社の信用に対するリスク管理へ対
応

• データセキュリティ：データの可用性・有用性・健全性・一貫
性・監査性・セキュリティを統制し保護

• プライバシー：関連する法規制への遵守状況をモニタリング
し、個人データや機密情報を統制

• 法規制遵守：法規制要件へ一貫性を持って対応
• データ品質改善：データの信頼性を高め、ビジネス価値を生
む分析を実現

• 開発プロジェクトの効率性向上：組織のデータ活用に関す
る機会や問題に対処する
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データガバナンス推進のためのアプローチ
データガバナンスを構築し、組織で推進するためには現状把握から着手することを推奨します。データ活用の目的を定めたら、現状とのギャップを特定し
対応事項の優先順位付けを行います。対応事項は優先度の高いもののみを集中的に支援することも、幅広くデータガバナンス構築を進めていくことも
可能です。実施事項は自社の状況に合わせて必要なものを選択いただくこともできますので、何から着手すべきか分からない場合でもまずはお気軽に
ご相談ください。

現状把握 企業戦略と目標に沿っ
た計画と指針の策定

プロセス実装  ツール実装 評価指標の定義標準、規則、ポリ
シーの定義と適用

• ヒアリング・
棚卸実施

• リスク要因の
洗い出し

• データガバナンス
指針の定義

•洗い出されたリ
スクの優先順位
付け

• データガバナン
スに必要なプ
ロセスを決定
し、優先順位
付け

• スケジュール、
リソース等の
計画策定・
実行

•必要なツール
を決定し、優
先順位付け

• スケジュール、
リソース等の
計画策定・
実行

• データガバナン
ス目標達成
に必要な評
価基準を特
定・マッピング

•評価方法・
頻度を設計

•重要なデータ
要素の特定

• データ標準と
品質規則の
規定

• ポリシー策定

実
施
事
項 体制の構築

• データガバナン
スの組織構
造の定義

• IT部門や特
定のプロジェ
クトチーム等
の他取り組
みとの連携

事前準備 デロイト トーマツのデータガバナンスフレームワーク
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